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8月 26日に、新潟精密(株)の工場を見学させ

ていただきました 

当日は、介護が必要な利用者をベッドから車

椅子などに搬送する電動リフトやシルバーの

方々の電動のシルバーカー（手押し車）を見せ

ていただき、そして、実際に坂道の上り下りな

どで使用し、安定した走行性を体験させていた

だきました。これからのシニア時代の健康を維

持するための歩行補助器具として非常に有用

な物である事を実感した次第です。 

工場の内部は殆どがクリーンルームになっ  

11月 24日の夕刻、三和区青少年育成会

議会長の北峰惠祐氏をはじめ、副会長で

三和中学校長の石野秋広氏、専門部長、

コーディネーターの皆さんにお集まりい

ただき、初めての意見交換会を行いまし

た。 

まず北峰会長から、組織・事業の説明

をいただき、協議会から事前に提出した

質問にも回答いただきました。持続可能

な組織づくりの工夫や課題を知ることが

できました。 

▲ 新潟精密(株)の製品の説明を受けている様子 

▲ 三和区青少年育成会議との意見交換会 

 三和西部工業団地協同組合への視察研修                  

地域協議会では、三和区の課題等を把握するため、各種団体や事業者の皆様と

意見交換を行っています。その活動の状況を編集委員からお知らせします。 

   三和区青少年育成会議との意見交換会  

ているために廊下からの見学になりましたが、私たちが使っている電化製品の心臓部とも

いえる電子回路の基盤の製造を行っている所も見せていただき、大変有意義な視察研修と

なりました。 

その後のフリートークでは活発に意見が飛び交い、『体を動かすと心も動くんですよ』

のお話には一同納得、感心いたしました。車座のスタイルで行ったことも功を奏したと思

います。 



                             

                             

                             

                            

三和区地域協議会だより 第 47号② 

◆令和 3年 4月～11月の地域協議会の主な活動 
地域協議会では、地域の課題等を把握し、自主的審議事項とするため、勉強会等を開催

しています。 

開催日 地域協議会 勉強会 等 

4月 28日(水) 第１回 

・令和 3 年度地域活動支援事業につ

いて［報告］ 

第 1回勉強会 

・各グループ（「地域活性化」「人材

育成」「安心・安全」）の発表を受

けての意見交換 

・「三和の未来へつなぐまちづくりの

集い」（4月 17日開催）を受けての

意見交換 

5月 20日(木) 第 2回 

・令和 3 年度地域活動支援事業プレ

ゼンテーション・審査［協議］ 

第 2回勉強会 

・グループ協議 

6月 11日(金)  第 3回勉強会 

・グループ協議、全体協議 

8月 5日(木) 第 3回 

・上越市過疎地域持続的発展計画

（案）について［諮問・答申］ 

第 4回勉強会 

・各種団体との意見交換会について 

8月 26日(木)  三和西部工業団地協同組合への視察

研修 

9月 30日(木) 第 4回 

・「地域協議会に関する意識調査」結

果を受けた取組について［報告］ 

・上越市過疎地域持続的発展計画

（案）について（通知）［報告］ 

第 5回勉強会 

・「地域協議会に関する意識調査」結

果を受けた取組の説明を受けての

検討について 

10月 22日(金) 第 5回 

・三和ネイチャーリングホテル米本

陣のサウンディング型市場調査に

ついて［報告］ 

 

11月 24日(水) 第 6回 

・さんわ保育園の民間移管について

［報告］ 

・令和 3 年度地域活動支援事業の変

更承認について［報告］ 

三和区青少年育成会議との意見交換

会 

 

第 6回地域協議会資料から 

保育課 
 

さんわ保育園の民間移管について（報告） 
 

１ 移管先法人 

⑴ 法 人 名  社会福祉法人 上越あたご福祉会 

⑵ 代表者名  理事長 稲葉 晋 

⑶ 所 在 地  上越市三和区井ノ口 1718番地 4 
 

２ 移管の時期 

令和 4年 4月 1日 



                             

                             

                             

                             

３ 運営内容 
 

項 目 現 状 移管後 

園 名 さんわ保育園 変更なし 

定 員 140人 変更なし 

開園時間 
平 日：午前 7時 30分から午後 7時まで 

土曜日：午前 7時 30分から正午まで 
変更なし 

休 園 日 
日曜日、祝日 

12月 29日から翌年 1月 3日まで 
変更なし 

特別保育 
延長保育、一時預かり保育、障害児保育、

地域活動事業 
変更なし 

受入年齢 おおむね生後 3か月から 変更なし 

給 食 自園調理方式 自園調理方式（業務委託） 

そ の 他 子育てひろば、通園バス 変更なし 

 

４ 合同・引継保育の状況 

・令和 3年 4月 1日から、移管先法人の園長予定者（1人）、保育士（5人）、調理員（2人）

がさんわ保育園において業務を実施中。業務を通じて、市職員からさんわ保育園の園児の

様子、運営内容、行事等の引継ぎを受けている。 

・保育業務においては、多くの職員が来年度もさんわ保育園に勤務する予定であるため、来

年度の運営を意識しながら保育に取り組む等、移管に向けて園全体で引継保育に取り組ん

でいる。 

・調理業務においては、課題を一つひとつ解決しながら引継を行っている。 
 

５ 今後の予定 

・令和 3年 12月 在園児保護者への報告 

・令和 3年 12月 上越市保育所条例の改正（公立として 4園を廃止）を市議会に提案 

・令和 4年 2月 新入園児保護者への説明 

・令和 4年 3月 引継式、合同・引継保育終了 

・令和 4年 4月 民間移管 
 

三和区地域協議会だより 第 47号③ 

第 5回地域協議会資料から 

施設経営管理室 
 

三和ネイチャーリングホテル米本陣の有効活用に係る 

サウンディング型市場調査の結果について 
 

令和 3年 4月から休館となっている「三和ネイチャーリングホテル米本陣」について、施

設の有効活用を図るため、民間事業者等の皆さんの経験やノウハウを活用し、様々な提案や

意見をお聴きする「サウンディング型市場調査」を実施しましたので、頂いた提案の主な内

容について次のとおり公表します。 

 
1 調査の対象施設 

№ 施設名（条例上の名称） 
従前の 

主な機能 
従前の管理形態 

1 
三和ネイチャーリングホテル米本陣 

※令和 3年 4月から休止 

宿泊、日帰り入浴、

飲食 

第三セクター等 

指定管理 

 

 



                             

                             

                             

                             

令和 3 年も残りわずか、この 1 年は新年早々の集中降

雪ではじまり、コロナ禍でイベントの中止を余儀なくさ 

三和区地域協議会だより 第 47号④ 

２ 調査スケジュール 

 項目 実施日 

1 実施要領の公表 ６月３０日（水） 

2 事前説明会・現地見学会の開催 ７月２８日（水） 

3 市場調査（対話）の実施 ８月１８日（水）～９月３０日（木） 

4 実施結果概要の公表 １０月予定  

 ・実施結果概要の公表は、当初 9月中を予定しておりましたが、コロナ禍による緊急事態

宣言やまん延防止等重点措置により、民間事業者等の現地見学会や対話に遅延が生じた

ため、10月末となりました。 
 
３ サウンディング型市場調査の結果 

⑴ 参加事業者数 

項目 事業者数 

事前説明会（個別説明） 6 

現地見学会（個別見学） 4 

市場調査（対話） 4 

提案 3 

  
⑵ 提案の主な内容 

提案区分 提案概要 
 
施設の譲渡・貸付け

による利活用 

 
Ａ者：近接する多能鉱泉、薬師の森なども活用し様々な癒しや

学びのアクティビティを提供し、マイクロツーリズムや

ウエルネスツーリズムの誘客を図る。また、将来的には、

移住者の居場所（シェアビレッジ）や若者の居場所（シ

ェアハウス）を提供し、人材育成の拠点とし、地域連携

や地域づくりに資する取組を展開する。  
Ｂ者：同様の事業を実施している民間事業者へのマッチングを

行い、従来どおりの温浴・宿泊施設として運営、若しく

は、グランピングも付加した上で運営する。 
 
施設の指定管理に

よる利活用 

 
Ｃ者：指定管理業務として従来の形態を基本として運営する。 

 
４ 今後の対応 

・ 施設の譲渡・貸付けによる利活用の提案があったことから、今後、市として施設の譲

渡・貸付けの条件を整理する。 

・ その後、具体的な事業計画や収支計画の企画を提案してもらい、その中から優れた提

案を行った者を優先交渉先とするプロポーザルを実施する予定。 
 

れ、閉塞感がまだまだ漂いますが、地元上越では、若い中川幹太市長誕生

で市政に期待をしています。私共、地域協議会委員も基本事項審議はもと

より自発的に地域の課題把握に向け、諸団体の皆様と意見交換の場づくり

を心がけ、三和西部工業団地企業見学をはじめ、青少年育成会議との交流

を実施し、熱意を込めて取り組む姿に感動しました。共に地域活動の輪を

広める為に協力と努力をしてゆきたいと思います。   松井 隆夫 記 

編集後記 ― お知らせ ― 
 

地域協議会は、傍
聴することができ
ます。 
傍聴人の定員を 5

人から 10 人に改め
ました。 
なお、お越しの際

は、必ずマスクを着
用してください。 


